
「
現
代
詩
へ
の
提
言
」

自
分
の
立
ち
位
置
を
信
じ
て　

山
本
　
み
ち
子
　
4

他
者
の
中
で
生
き
る
詩
の
力　

柴
崎
　
聰
　
8

言
葉
か
ら
私
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
、
あ
る
い
は
、
風
景
か
ら
私
を
薄
く
し
て
い
く
こ
と　

瀬
崎
　
祐
　
13

物
語
る
詩
へ
の
模
索　

大
掛
　
史
子
　
17

「
現
代
詩
」
と
い
う
呼
称
を
止
め
ま
せ
ん
か
。　

後
山
　
光
行
　
21

「
中
道
」
を
行
く
詩
の
難
し
さ　

秋
山
　
公
哉
　
25

詩
が
運
ん
で
く
れ
た
出
会
い
に
感
謝
し
て　

池
田
　
瑛
子
　
29

女
性
が
書
い
た
農
民
詩　

間
山
　
三
郎
　
33

詩
誌
の
デ
ジ
タ
ル
保
存
に
つ
い
て　

永
井
　
ま
す
み
　
37

地
名
が
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る　

武
西
　
良
和
　
41

街
か
ら
来
た
詩 

─
今
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
プ
レ
ヴ
ェ
ー
ル　

左
子
　
真
由
美
　
45

『
新
井
豊
美
全
詩
集
』
に
つ
い
て 

─
新
井
豊
美
さ
ん
を
お
偲
び
し
て　

渡
辺
　
め
ぐ
み
　
49

詩
の
衰
退
、
詩
人
の
絶
滅
危
惧
種
説
が
本
当
で
も　

熊
谷
　
ユ
リ
ヤ
　
53
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【
特
別
寄
稿
】
読
者
と
し
て
読
む
、
書
く　

藤
井
　
貞
和
　
58

関
西
大
会
（
５
月
・
神
戸
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
）

大
正
期
と
い
う
変
革
の
時
代 

─
中
原
中
也
の
詩
の
背
景　

佐
々
木
　
幹
郎
　
64

国
際
交
流
（
９
月
・
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

ベ
ン
ガ
ル
詩
の
リ
ズ
ム　

国
際
交
流
を
終
え
て
、
今
一
度
ベ
ン
ガ
ル
詩
の
韻
律
を
概
観
し
て
み
る　

丹
羽
　
京
子
　
71

２
０
２
２
年
度
国
際
交
流　

主
講
演
「
ベ
ン
ガ
ル
詩
の
リ
ズ
ム
」
に
寄
せ
て　

谷
口
　
ち
か
え
　
80

例
会
報
告
１　

５
月
例
会
（
マ
リ
ー
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
ホ
ー
ル
）

八
十
の
詩
と
歌 

そ
の
周
辺 

―
「
人
々
は
誰
し
も
歌
い
た
い
心
を
持
っ
て
い
る
」　

飯
澤
　
文
夫
　
84

例
会
報
告
2　

７
月
例
会
（
板
橋
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
）

シ
ジ
ン
へ
の
道 

～
呪
い
と
渡
り
合
う
た
め
に
～　

二
条
　
千
河
　
90

詩
界
ア
ン
ケ
ー
ト

「
あ
な
た
の
現
在
の
詩
の
方
向
性
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

あ
な
た
が
目
標
と
す
る
詩
人
・
詩
作
品
に
触
れ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。」　
94

河
合
信
幸
／
木
村
孝
夫
／
酒
木
裕
次
郎
／
国
見
修
二
／
岩
井
昭
／
大
房
聡
実
／
表
口
和
巳
／
中
尾
彰
秀
／

橋
爪
さ
ち
子
／
吉
田
隶
平
／
伊
丹
悦
子
／
佐
々
木
洋
一
／
南
原
充
士
／
長
瀬
一
夫
／
井
上
嘉
明
／
狩
野
貞
子
／

桜
川
涼
子
／
瀬
川
紀
雄
／
南
邦
和
／
見
上
司
／
日
笠
芙
美
子
／
長
津
功
三
良
／
壷
阪
輝
代

詩
界
フ
ォ
ー
ラ
ム

詩
の
評
論
・
研
究
書
・
評
伝
・
詩
集
翻
訳
書
・
エ
ッ
セ
イ
集
　
101

会
員
刊
行
詩
集
／
会
員
編
集
発
行
詩
誌
　
110

編
集
後
記
　
117


